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焦

台
湾
新
電
影

(台
湾

ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
、
台
湾

ニ
ュ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
)
の
う
ね
り

は

一
九
八
〇
年
代

の
初

期
に
巻
き
起

こ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
と
い
う

の
は
台
湾
が
社
会
や
政
治
に

お
け
る
変
化
を
極
め
た

時
代
で
あ
り
、
国
民
党
が
大
陸
か
ら
台
湾
に
移

っ
て
強
力
な
統
治
を
行
な

っ
て
か
ら
三
〇
年
に
な

っ
て

い
た
時
代

で
あ
る
。
そ
の
権
力
基
盤
が
揺
ら
ぎ
、
戒
厳
令

の
解
除
、
党
批
判

の
合
法
化
、海
峡
両
岸
の

往
来
の
新
た
な
雪
解
け
、高
度
に
工
業
都
市
化
さ
れ
た
文
化
の
形
成
、
海
外

へ
の
観
光
旅
行
の
自
由
化
、

さ
ら
に
は
輸
入
の
拡
大
等
に
よ
り
、
台
湾

の
庶
民
は
驚
く
ほ
ど
の
思
想
的
な
変

革
を
経
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
激
変
に
呼
応
し
た
の
は

「電
影
」
お
よ
び

「劇
場
」
の
改
革
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
つ
の

運
動
は
そ
れ
以
前

の
時
代
の
形
式
や
体
質
を
断
ち
切
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新

た
な
時
代
に
お
け
る
新

た
な
観
衆

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
な

っ
た
。
と
り
わ
け
台
湾
新
電
影
は
セ

ン
セ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
成

熟
し
た
美
学
あ
る
い
は
土
着
的
な
現
実

へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
に
頭
角

を
あ
ら
わ
し
、
外
交
的
に
は
不
利
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
芸
術
に
よ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
(d
iscou
rse)

を
ひ
た
す
ら
に
追
求
し
て
い
る
。

戒
厳
令
が
解
除

(
一
九
八
七
年
)
さ
れ
た
前
後
に
、
台
湾
の
人
々
の
政
治

的
自
覚
意
識
が
啓
蒙
さ

れ
、
政
治
的
な
問
題
を
回
避
し
て
い
た
歴
史
的
な
隙
間
に
対
し
て
、
あ
る
種

の
い
ら
だ
ち
を
生

み
出

し
た
。
様
々
な
文
章
や
写
真
が
発
表
さ
れ
、
社
会
全
体
が
熱
を
帯
び
、
新
た
な
歴
史
が
形
作
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
侯
孝
賢

の

『悲
情
城
市
』
(
一
九
八
九
)
は
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル
に
よ

っ
て
形

作
ら
れ
た
歴
史
的
使
命
感
を
、
ピ
ー
ク
に
到
ら
せ
て
い
る
。
す
べ
て
の
新
電
影
作
品
群
は
、
か

つ
て

過
去
数
十
年
に
わ
た

っ
て
逃
避
主
義
的
な
映
画
作
り
が
な
さ
れ
、
映
像

に
よ
る
歴
史
的
な
空
白
を
形

成
し
て
き
た
こ
と
を
埋
め
合
わ
す
か
の
よ
う
に
、
過
去
を
正
面
か
ら
振
り
返
り
、
記
憶
を
た
ど
り
、
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自
ら

の
歴
史
を
描
く
使
命
感
を
授
け
ら
れ
た
。

八
〇
年
代

の
新
電
影
の
歴
史
的
な
焦
燥
は
、
少
年
時
代
を
素
材
と

す
る
映
画
作
り
に
向
か
わ
せ
、

一
つ
は
文
学
的
感
傷
的
に
消
え
去

っ

て
い
く
青
春
を
懐
古
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
つ
は
記
憶
に
お
け
る
リ

ァ
リ
テ
ィ
ー
な
風
格
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
九
〇
年
代

に
は
、
歴
史
を
振
り
返
り
、
郷
愁
に
満
ち
た
少
年
時
代
を
テ
ー
マ
と

し
、
人

々
の
哀
し
み
を
叙
事
詩
的
な
作
風
で
強
烈
に
描
い
た
作
品
も

少
な
く

な
い
。
例
え
ぼ
王
童

の

『無
言
的
山
丘
』
(邦
題

『無
言

の

丘
』

一
九
九
二
)
、
『紅
柿
子
』

(邦
題

『紅

い
柿
』

一
九
九
六
)、
呉

念
眞

の

『多
桑
』
(邦
題

『多
桑
』
"T
o
5
an‐
父
さ
ん
"

一
九
九
四
)、

『太
平
天
國
』
(
一
九
九
六
)
、
萬
仁
の

『超
級
大
國
民
』
(
一
九
九
五
)、

徐
小
明

の

『去
年
冬
天
』

(
一
九
九
五
)
、
楊
徳
昌

の

『枯
嶺
街
少
年

殺
人
事

件
』
(
一
九
九
〇
)、
林
正
盛

の

『春
花
夢
露
』
(邦
題

『浮
草

人
生
』

一
九
九
六
)
、
『放
浪
』

(
一
九
九
八
)
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は

新
電
影

に
よ

っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
伝
統
が
引
き

継
が
れ
、
個
人
的
な
回
想
を
遡
る
こ
と

で
台
湾
全
体

の
歴
史
的
な
経

験
に
ス
ポ

ッ
ト
を
与
え
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

e

虚
構
と
歴
史
の
交
差

新
電
影
リ
ア
リ
ズ
ム
の
伝
統
は
、
九
〇
年
代
に
新
た
な
挑
戦
を
試

み
て
い
る
。
リ
ア
リ
ズ

ム
性

の
限
定
、
歴
史
的
な
教
訓
、
フ
ォ
ー

マ

リ
ズ
ム
の
美
学
な
ど
は
、
創
作
者

に
歴
史

に
対
す
る
認
識
や
注
釈
を

与
え
て
い
る
。
侯
孝
賢

の

『戯
夢
人
生
』
(
一
九
九
三
)
と

『好
男
好

女
』

(
一
九
九
五
)
は
と
も
に
き
わ
め
て
優

れ
た
作
品
と
な

っ
て
い

る
。
歴
史

に
つ
い
て
の
記
憶
と
回
想
と
の
相
互
問
答
、
過
去
と
現
実

の
対
比
、
真
実
と
虚
構
、
そ
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
け
る
反
復
的
な

対
話
は
、
古
典
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
美

で
あ
る
と
称
え
ら
れ
、
ポ
ス
ト

モ
ダ

ン

(p
o
st-m
od
ern
)
Q
弁
証
的
形
式
的

な
色
彩
を
帯
び
る
も

の

へ
と
変
質
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
侯
孝
賢
は
少
年
時
代

の
経
験
を
回

想
し
、
そ
れ
が
台
湾

の
郷
愁
と
な

っ
て
描
写

さ
れ
て
い
る
。

侯
孝
賢
に
み
ら
れ
る
構
造
的
な
美
学
は
そ

の
形
式
や
言
語
が
頼
聲

川
の
作
品
に
も
表
れ
て
い
る
。

こ
の
劇
場
出
身

の
監
督
は
、
繁
雑
な

構
造
、
雑
踏
す
る
符
号
、
異
な

っ
た
時
空
を
も

っ
て
、
多
く
の
意
義

を
も

っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
。
そ
の
中
で
歴
史

・
神
話

・
現

実
が
相
互
に
交
差
し
、
台
湾
や
中
国
の
概
念

が
纏
わ
り
、
演
劇
と
人

生
が
重
な
り
と
対
照
を
示
し
て
い
る

『暗
懸
桃
花
源
』
(
一
九
九
三
)
、

『飛
侠
阿
達
』
(
一
九
九
四
)

の
二
作

は
、
九

〇
年
代

の
新
た
な
潮
流

を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
余
為
彦

『月
光
少
年
』
(
一
九
九

三
)、
黄
明
川

『西
部
来
的
人
』
(
一
九
九
〇

)
も
単
純
な
古
典
的
リ

ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
歴
史
と
記
憶
を
退
け
て
い
る
。

つ
ま
り
リ
ア
リ
ズ

む
え
ん

ム
を
超
え
た
幻
想
、
夢
魔
、
曲
折
し
た
回
想
、
荒
唐
無
稽
な
伝
説
は
、

回
廊
を
漂
う
亡
霊

の
よ
う
に
、
歴
史

の
遡
及

は
真
の
輝
き
を
放

つ
こ

と
な
く
、
生
命
の
重
み
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
桐

一
正
の

『藍

月
』

(邦
題

『ブ

ル
ー
・ム
ー
ン
』

一
九
九
七
)
は
虚
構
と
現
実
の
錯

綜
を
極
致
に
ま
で
至
ら
せ
て
い
る
。

こ
の
オ

ム

ニ
バ
ス
作
品
は
全
部

で
五
部
か
ら
な
り
、
ど
の
よ
う
な
組

み
合
わ

せ
で
放
映
す
る
か
で
、
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内
容
と
人
物
関
係
が
変
化
し
て
く
る
。
こ
れ
は

一
つ
の
現
実
的
な
挑

戦
で
あ
り
、
開
放
的
な
形
式
の
直
覚
と
な

っ
て
い
る
。

ロ

モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
で
つ
な
が
れ
た
都
会
の
夢
賢

九
〇
年

代
の
創
作
者
が
八
〇
年
代

の
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
形
式

に
回
帰
す

る
こ
と
な
く
、
現
実
に
お
け
る
経
験
に
源
を
発
し
て
い
た

こ
と
は
、

い
う
な
れ
ば
農
業
社
会

へ
の
未
練
で
あ
り
、
少
年
時
代

へ

の
郷
愁

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
の
過
剰
な
る
助
長
、
荒

唐
無
稽
な
政
治
経
済
、
粗
野
で
俗

っ
ぽ
い
都
会

の
文
化

は
、

一
般
人

を
惑
わ
し
身
の
置
き
所

の
な
い
も

の
に
し
て
い
る
。
秩
序
が
崩
壊
し
、

倫
理
観
が
解
体
し
、
道
徳
が
喪
失
す
る
二
〇
世
紀
末

に
お
い
て
、
台

湾
は
あ
た

か
も
暗
流
が
逆
巻
く
場

の
よ
う
で
あ
り
、

つ
ね
に
政
治

・

社
会

・
経

済
の
嵐

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

ひ
ど

く
心
を
傷

つ
け
ら
れ
た
庶
民
は
、
混
乱
し
た
現
実

に
標
き
、

歴
史
を
し

っ
か
り
と
振
り
返
る
余
裕
す
ら
な
い
。
生
活

の
現
実
は
幾

度
と
な
く
砕
か
れ
、
無
秩
序

に
錯
綜
し
、
事
の
順
序
や
軽
重
が
軽
ん

じ
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
破
壊
や
壊
滅
、
死
亡
、
別
離
な
ど
の
現

象
が
生
じ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
都
会
に
お
い
て
、
中
下
層

の
社
会
階

層

で
発
生

し
、
悲
観
的

・
退
廃
的
な
世
界
観
を
形
成
し
て
い
る
。

ロ
ン
グ

テ
イ
ク

(長
廻
し
)
の
リ
ア
リ
ズ
ム
美
学
に
捉
え
ら
れ
た

も
の
は
整

っ
た
記
憶

の
時
空
と
は
限
ら
ず
、
果
て
し
な

い
彷
裡
や
、

限
り
な

い
消
耗

へ
と
変
化
す
る

そ
れ
ゆ
え
フ
ィ
ッ
ク
ス
シ

ョ
ッ

ト

(固
定

し
た
撮
影
に
よ
る
画
面
)
は
奢
修

で
あ
る
。
移
動
シ

ョ
ッ

ト
が
な
い
こ
と
は
大
自
然
の
開
放
や
救
い
と

な
ら
ず
、
生
命
は
残
酷

に
荒
れ
狂

っ
た
も
の
へ
と
変
化
し
、
よ
り
ど

こ
ろ
の
な
い
暴
力
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
に
は
張
作
騨

『忠
仔
』
(
一
九
九

六
)、
何
平

『十
八
』

(
一
九
九
三
)
、
『國
道
封
閉
』

(
一
九
九
七
)
、

徐
小
明

『少
年
地
,
安
駐
!
』
(邦
題

『天
幻
城
市
』
)、
陳
國
富

『只

要
為
休
活

一
天
』
(
一
九
九
三
)
、
侯
孝
賢

『南

國
再
見
,
南
國
』
(邦

題

『憂
欝
な
楽
園
』

一
九
九
六
)
、
薬
揚
名

『阿
呆
』

(
一
九
九
二
)

な
ど
が
あ
る
。

も
し
ロ
ン
グ
テ
イ
ク
の
美
学
で
そ
の
姿
を
見

せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ら

の
作
品
は
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
で
つ
な
が
れ
た
作
風
と
な
り
、生
活

に
お
け
る
経
験
を
切
り
離
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
風

の
形
式

へ
と
な
る
。

そ
こ
に
満
ち
る
も
の
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
と
も

い
う
べ
き
焦
燥
感
で
あ

り
、
で
た
ら
め
で
物
悲
し
い
と
も

い
う
べ
き
自
嘲
で
も
あ
る
。
例
え
ぼ

王
財
祥

『逃
亡
者
的
恰
恰
』
(
一
九
九
六
)、符
昌
鋒
『絶
地
反
撃
』
(
一
九

九
八
)、
盟
友
寧

『假
面
超
人
』
(
一
九
九
七
)、
王
小
様

『我
的
神
纒
病
』

(
一
九
九
七
)、
陳
玉
勲
『熱
帯
魚
』
(
一
九
九
五
)
、
『愛
情
来
了
』
(
一
九
九

七
)
、邸
銘
誠
『我
的

一
票
選
総
統
』
(
一
九
九
四
)
な
ど
が
あ
る
。

日

寂
蓼
感
と
倫
理
的
疎
外
感

都
会

の
夢
魔
と
商
工
業

・
文
化

の
発
展
に
と
も
な

っ
た
も

の
は
、

隔
絶
さ
れ
た
心
理
や
徹
底
し
た
疎
外
感
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識

や
世
界
観
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描

い
て
い
る

の
が
察
明
亮

で
あ
る
。

こ
の
監
督
は
メ
ガ
ホ
ン
を
と

っ
て
以
来
、
新
電
影

の
中
心
的
な
存
在
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で
あ
り
、
新
た
な
道
を
切
り
開

い
た
。
『青
少
年
邸
托
』

(邦
題

『青

春
神
話

』
一
九
九
三
)か
ら
『愛
情
萬
歳
』
(
一
九
九
四
)
、
『河
流
』
(邦
題

『ザ

・
リ

バ
ー
』

一
九
九
六
)
、
『洞
』

(
一
九
九
八
)
に
到
る
ま

で
、

察
明
亮

作
品
に
は
殺
伐
と
し
た
心
理
描
写
や
カ

フ
カ
の
文
章
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
た
心
理
描
写
が
描
か
れ
て
い
る
。

察
明
亮
を
代
表
と
す
る
新
し
い
監
督
た
ち
は
新
電
影

の
第
二
の
う

ね
り

(台
湾

ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
第
二
世
代
)
で
あ
る
。
彼
ら
は
新
電
影

の
初
期

の
監
督
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
使
命
感
や
歴
史

に
対
す
る
執
着

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
集
団
的
な
記
憶

の
栓
桔

の
中

で
懸
命
に
も
が

き
、
個
人

の
内
な
る
世
界
や
欲
望

の
葛
藤

の
表
現
に
重
点
を
置
い
て

い
る
。

こ
れ
ら
に
は
新
電
影
の
ロ
ン
グ
テ
イ
ク
の
特
性
が
踏
襲
さ
れ

て
い
る
が
、
票
明
亮

の
描
く
空
間
は
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
の
コ
ラ
ー
ジ

ュ

(collag
e
)
6̀
風
格
が
あ
る
と
い
え
る
。
彼

の
映
画
で
は
、
主
演
の
若

者
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
空
間
を
も
ち
、
互

い
に
往
来
を
求
め

な

い
姿

を
演

じ
て
い
る

(『愛
情
萬
歳
』
、
『河
流
』
な
ど
)
。
彼
ら
は

一
人

で
は
寂
し

い
が
、

一
方
で
そ
の
隔
絶
は
彼
ら
に
安
心
感
を
与
え

る
も
の
と
な
り
、
も
し
偶
然
に
他
人
の
空
間
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し

ま
う
と
、
目
を
覆

い
た
く
な
る
ほ
ど
の
災
難
や
傷
害
が
ふ
り
か
か
る

の
で
あ

る
。

『愛
情
萬
歳
』

の
最
後
の
数
分
間

の
畷
り
泣
き
や

『河

流
』

の
は
ら
は
ら
す
る
よ
う
な
愛
情
表
現

の
シ
ー

ン
は
、
人
間
の
尊

厳
が
失

わ
れ
た
時
を
表
現
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

票
明
亮

の
空
間

の
意
識
は
、
彼
の
二
〇
世
紀
末
の
殺
伐
と
し
て
隔

絶
さ
れ
た
人
間
関
係

に
対
す
る
宣
言
で
あ
る
。
た
と
え
同

一
の
屋
根

の
下
に
す
む
家
族
で
あ

っ
て
も
、
各
々
が
独
自

の
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス

を
も
ち
、
普
段
は
見
知
ら
ぬ
関
係
と
な
る
の
で
あ
る
。
倫
理
や
伝
統

に
は
農
業
社
会
の
時
代

に
お
け
る
精
神
的
な
帰
依
は
み
ら
れ
る
こ
と

な
く
、

一
旦
秩
序
が
崩
壊
す
る
と
、

モ
ラ
ル
は
崩
れ
去
る
も

の
な
の

で
あ
る
。
『河
流
』
に
み
ら
れ
る
父
子
関
係

の
崩
壊
、
林
正
盛

『放

浪
』
(
一
九
九
八
)
に
み
ら
れ
る
姉
弟
関
係

の
崩
壊
、
易
智
言

『寂
舅

芳
心
倶
楽
部
』
(
一
九
九
五
)
と
林
正
盛

『美
麗
在
唱
歌
』
(
一
九
九

七
)
の
同
性
愛

は
、
反
逆
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
と
も
い
え
、
礼
儀

や
道
徳
、
倫
理
と
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
描
写
し
た
。

新
電
影

の
旗
手
で
あ
る
楊
徳
昌
が
、
九
〇
年
代

の
作
品

の
中

で
同

様

の
テ
ー

マ
を
扱

っ
て
い
る
。
彼

の

『濁
立
時
代
』

(邦
題

『
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
の
恋
愛
時
代
』

一
九
九
四
)
、

『麻
將
』

(邦
題

『
カ
ッ

プ
ル
ズ
』
一
九
九
六
)
は
と
も
に
中
国
伝
統

の
儒
教
思
想

の
硬
直
化
、

虚
偽
化
あ
る
い
は
愚
昧
と
も

い
う
べ
き
点

に
対
し
て
、
"犬
儒
式
"
と

も
い
え
る
嘲
笑
を
加
え
た
。
二
作
は
と
も
に
都
会
に
生
活
す
る
知
識

分
子

の
今
日
の
台
湾
社
会

に
対
す
る
憤
懸
を
描

い
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
新
電
影

の
リ
ア
リ
ズ
ム
、
舞
台
劇
方
式

に
よ
る
閉
ざ
さ

れ
た
空
間
と
組
み
込
ま
れ
た
構
造
を
放
棄
し
、多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
散
り
ば
め
、
上
層
社
会
に
お
け
る
金
銭

・
政
治

・
権
力
ゲ
ー
ム
と

も

い
え
る
側
面
を
痛
切
に
描
い
た
。

四

台
湾
映
画
の
海
外
配
給

楊
徳
昌
と
同
様
に
、
作
品
の
中
で
中
流
階
級
の
感
性
を
表
現
し
て
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い
る
李
安
監
督

は
、
わ
り
と
通
俗
的
な

コ
メ
デ
ィ
ー
タ

ッ
チ
を
採
用

し
、
九
〇
年
代

の
台
湾

の
社
会
秩
序
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
彼

の

作
品
で
あ

る

『推
手
』

(
一
九
九

二
)
、
『喜
宴
』
(邦
題

『
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
・
バ
ン
ケ

ッ
ト
』

一
九
九
三
)
、
『飲
食
男
女
』

(邦
題

『恋
人
た

ち

の
食
卓
』

一
九
九
四
)
は
、
楊
徳
昌
と
同
じ
よ
う
に
社
会

の
伝
統

的
価
値
観

の
崩
壊
を
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
る
が
、
李
安

は
儒
教
思
想
の

忠
孝
礼
節

や
家
庭
倫
理
観
を
擁
護
し
て
、
社
会
制
度

の
崩
壊

の
償
い

と
し
て
い
る
。

李
安
に
み
ら
れ
る
社
会
制
度
崩
壊

の
大
き
な
要
因
は
、現
代
の
都
市

社
会
と
密
接
に
関
連
す
る
現
代
思
潮
、西
洋
的
生
活
方
式
や
そ
の
社
会

自
身
に
あ
る
。
西
洋
人
が
東
方
社
会
に
侵
入
し
て
、秩
序
や
価
値
観
を

素
乱
し
て

い
る
が
、
儒
教
的
な
心
持
ち
で
大
い
に
憂
え
る
こ
と
で
個
人

に
お
け
る
価
値
観

の
失
望
感
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

李
安

の
テ
ン
ダ
ー
ネ

ス
と
も

い
え
る
哲
学
は
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
式
の

シ
チ

ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
コ
メ
デ
ィ
ー
の
美
学
を
組
み
合
わ
せ
、
九
〇
年

代
に
世
界
的
な
人
気
を
博
し
、
台
湾
映
画
界
に
お
い
て
最
も
優
れ
た

海
外
配
給
作
品
と
な

っ
た
。
彼

の
映
画
は
西
洋
文
化
と
東
洋
文
化

の

ク
ロ
ス
オ

ー
バ
ー
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
「台
湾
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス
」
の
作

品
を
世
界

に
広
め
、
さ
ら
に

『理
性
與
感
性
』
(
一
九
九
五
)、
『氷
風

暴
』
(
一
九
九
七
)
と

い
う
二
つ
の
秀
作
を
撮

っ
て
い
る
。

李
安
の
登
場
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
西
洋
式

の
映
画
製

作
で
あ
る
。
李
安

の
撮

る
映
画

に
は
常
に
ア
メ
リ
カ
人

ス
タ

ッ
フ
が

含
ま
れ
、

ア
メ
リ
カ
式

の
製
作
手
法
を
と
り
、
ま
た
西
洋
に
お
け
る

プ
リ
セ
ー
ル
ス

・
配
給
等
の
方
式
を
採

っ
た

こ
と
は
、
旧
来

の
手
工

業
的
側
面
の
強

い
台
湾
映
画
界
に
か
な
り
の
刺
激
を
与
え
た
。
例
え

ば
張
交
嘉
の

『少
女
小
漁
』

(
一
九
九
四
)
、
『今
天
不
回
家
』

(
一
九

九
六
)、
劉
恰
明
の

『袋
鼠
男
人
』
(
一
九
九
四
)
、
サ
棋

の

『在
那
階

生
的
城
市
』
(
一
九
九
五
)
な
ど
は
同
じ
よ
う
な
路
線
で
プ

ラ
ン
ニ
ン

グ
さ
れ
た
。

李
安
の
作
品
は
海
外
の
映
画
市
場
に
お
い
て
興
行
的
に
大
ヒ
ッ
ト

し
、

一
方
で

一
九
八
〇
年
代
よ
り
も
さ
ら
に
台
湾
映
画
監
督

の
国
際

的
な
評
価
を
高
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
侯
孝
賢

・
楊
徳
昌
が
長
期
に

わ
た
り
台
湾
映
画
の
代
名
詞
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
察
明
亮

・
林
正

盛
も
頭
角
を
表
し
て
い
る
。
彼
ら
は
輝
か
し

い
国
際
的
な
興
行
成
績

を
示
し
、
中
国
映
画
界
が
危
機
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。

台
湾
社
会
は
政
治
的
に
幾
度
と
な
く
切
迫

し
た
状
況
に
置
か
れ
、

ま
た
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
や
メ
デ
ィ
ア
が
急
速

に
発
達
し
、
様

々
な

娯
楽
手
段
の
台
頭
し
て
い
く

一
方

で
、
映
画
事
業
は
旧
態
的
な
配
給

制
度
な
ど
が
改
善
さ
れ
な
い
等

の
原
因
に
よ
り
、
台
湾
映
画

の
興
行

成
績
は
縮
小
し
、
映
画
事
業
の
存
続

に
は
厳

し
い
課
題
が
山
積
み
さ

れ
て
い
る
。

㈲

大
陸
へ
の
投
資

台
湾
映
画
が
意
気
消
沈
と
し
て
い
る
状
況
を
み
て
、
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
は
そ
の
資
金
を
外
国
に
向
け
て
い
る
。
九
〇
年
代

の
投
資
は
香

ミレニア ムの台湾映画135



港
映
画
に
向
け
ら
れ
、
徐
克

・
李
連
傑

・
周
星
馳

・
周
潤
畿
の
映
画

は
台
湾
商

人
の
大
量

の
資
金
提
供
を
受
け
て
い
る
。
九
〇
年
代
中
期

以
後
、
大
陸

で
は
有
名
な
監
督
を
投
資

の
対
象
と
し
て
利
益
を
得
よ

う
と
す
る
現
象
が
生
ま
れ
、
台
湾
商
人
も
次
々
と
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。

年
代
公
司

の
投
資
し
た
張
藝
謀

『大
紅
燈
籠
高
高
掛
』
(邦
題

『紅

夢
』
)
、
湯
臣
公
司
の
陳
凱
歌

『覇
王
別
姫
』
(邦
題

『
さ
ら
ば
わ
が
愛

覇
王
別
姫
』
)
、
『
風
月
』

(邦
題

『花

の
影
』
)、
龍
祥
公
司

の
黄
建
新

『験
身
』
、
呉
子
牛

『南
京

一
九
三
七
』
、
許
安
進
協
和
公
司

の
姜
文

『陽
光
燦
燗
的
日
子
』
(邦
題

『太
陽
の
少
年
』
)
な
ど
は
台
湾
映
画
が

中
国
大
陸
と

の
合
作

の
方
向
を
切
り
開
い
た
代
表
作

で
あ
る
。
我
々

は
二

一
世
紀

の
大
陸
と
台
湾
の
新
た
な
関
係

の
訪
れ
を
刮
目
し
て
待

ち
、
ま
た
映
画
は
政
治
経
済
の
大
き
な
枠
組
み
の
中

で
ふ
さ
わ
し

い

位
置
を
求

め
て
い
く

の
で
あ
る
。

大
陸
映
画
は

一
般
に
政
治
意
識

の
問
題
を
回
避
し
て
お
り
、
例
え

ば
資
本
提

携
し
た
作
品
の

『大
紅
燈
籠
高
高
掛
』
・
『風
月
』
・
『覇
王

別
姫
』
・
『験
身
』
、
大
陸
で
撮
ら
れ
た

『五
個
女
子
和

一
根
縄
子
』
・

『飛
天
』
な
ど
は
、
作
品

の
背
景
を
過
去

の
時
代
に
求
め
、
国
民
党
・

共
産
党
と

い
う
歴
史
的
な
解
釈
に
触
れ
る
の
を
避
け
て
い
る
。

こ
れ

ら
の
作
品
は
台
湾

の
本
土
意
識
が
強
く
な

っ
た
九
〇
年
代
に
は
、
そ

の
社
会
的
潮
流
と
は
適
合
せ
ず
、
興
行
成
績
に
お
い
て
も
目
立

っ
た

も
の
を
残

せ
な
か

っ
た
。

㈹

記
録
映
画
の
勃
興

商
業
的
映
画
が
苦
戦
を
強

い
ら
れ
、
興
行
成
績
が
振
る
わ
ず
、
投

資
が
困
難
な
状
況
は
、
映
画
業
者

に
別
な
ル
ー
ト
を
探
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
せ
た
。
そ
の
中

で
記
録
映
画

(ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
)
の

製
作
は
新
た
な
発
想

の
転
換
と
な
り
、
私
が
五
部

の
記
録
映
画
を
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
そ
の
監
督
と
し
て
徐
小
明

・
関
錦
鵬

・
許
鞍
華
に

記
録
映
画

の
撮
影
を
お
願

い
し
た
の
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
会
社

の
投

資
や
中
外
合
作

の
模
範
と
な

っ
た
。
私
と
徐
小
明
が
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス

し
た

『侯
孝
賢
豊
像
』
は
フ
ラ
ン
ス
の
会
社
と

の
合
作
で
あ
り
、
フ

ラ
ン
K
6̀
O
liv
ier
A
ssay
as
監
督
が
指
揮
に
あ
た

っ
た
。
こ
れ
ら
の

記
録
映
画
は
技
術
的
に
も
多
く
の
実
例
を
示

し
、
ま
ず
16
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
で
撮
影
し
、
後
に
35
ミ
リ
に
引
き
伸
ば
し
て
、
経
費
の
節
減
を

は
か
り
、
手
軽
な
方
法
で
、
敏
捷
に
撮
影

の
臨

場
感
を
掴
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
技
術
的
な
開
発

は
、
新
聞
局

(
ニ
ュ
ー
ス
局
)
で
通
過

し
た
記
録
映
画
補
助
の
プ
ラ
ン
と
合
わ
せ
、
台
湾
に
お
い
て
記
録
映

画

の
製
作
が
劇
映
画
と
対
等
に
な
る
可
能
性

を
示
し
て
い
る
。

劇
映
画
の
監
督
が
記
録
映
画

の
監
督
を
担

当
す
る
こ
と
は
、
前
述

し
た
九
〇
年
代

の
歴
史
お
よ
び
真
実

の
交
差

に
呼
応
す
る
ば
か
り
か
、

非
常
に
稀
な
個
人
的
な
感
性
を
伴
う
こ
と
に
も
な
る
。

こ
れ
ら
の
四

部

の
記
録
映
画
は
台
湾

に
お
け
る
従
来
の
テ
ー

マ
や

ニ
ュ
ー
ス
性
を

強
調
し
た
記
録
映
画
と
は
異
な
り
、
強
烈
な

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

『香
港
情
懐

"
念
休
如
昔
』
お
よ
び
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『香
港
情
懐
"去
日
苦
多
』
は
自
伝
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
叙
情

に

溢
れ
、
自

己
の
記
憶

の
咳
き
や
対
話
を
通
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ

の
点
は
台
湾
新
電
影
に
お
け
る
自
伝
描
写

の
伝
統
を
踏
襲
し
て
い
る
。

伝
統
的

な
記
録
映
画

の
方
面

で
は
、
胡
台
麗
に
よ
り
九
〇
年
代

に

お
け
る
人
類
学
領
域

の
創
作
方
式
で

『穿
過
婆
家
村
』
が
撮
ら
れ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
結
び

つ
き
、
民
族
誌
研
究

の
趣
向
を
長
期
に

わ
た
っ
た
研
究
蓄
積

の
素
材

で
描

い
て
い
る
。
ま
た
李
道
明
は
過
去

の
記
録
映
画
の
風
格
を
引
継
ぎ
、
長
期
に
わ
た
り
文
字
と
映
像
を
も

っ

て
台
湾
史

を
開
拓
し
、
例
え
ぼ

『台
湾
人
撒
古
流
』

は
非
常
に
明
瞭

な
企
画
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
大
量

の
短
編
記
録
映
画

の
発
掘

で
は
、

あ
る
民
族

(金
門
人
な
ど
)
の
農
耕
の
様
子
な
ど
を
継
続
的
に
撮
り
、

本
土
の
自
覚
を
高
め
る
記
録
映
画

の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ

て
る
も
の
と
な

っ
た
。
な
お
い
く

つ
か
の
テ
レ
ビ
用
ビ
デ
オ

(V
シ

ネ

マ
)
と
し
て
撮
ら
れ
た
記
録
映
画
も
あ
り
、
機
材
が
手
軽
に
な

っ

た
た
め
に
各
地
で
撮
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
文

の
範
疇

に
は
加
え
な

い
も
の
と
す
る
。

一
一

歴
史
か
ら
現
代

へ
の
転
換
と
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン

九
〇
年
代
後
期
、
台
湾
映
画
は
最
も
厳
し
い
冬

の
時
期
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
り
、
映
画

マ
ー
ケ

ッ
ト
、
映
画
評
論
、
国
際
映
画
祭
、

映
画
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
お
い
て
再
三
の
打
撃
を
受
け
た
。

国
内
市
場
に
お
い
て
は
、
台
湾
映
画
は
映
画
館
お
よ
び
そ
の
観
客

の
大
部
分
を
失

っ
た
。
映
画
館
は
数
字
的
に
は
再
び
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
る
が

(近
年

の
新
興
シ
ネ

マ
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
建
設
に
よ

る
)、
増
加
し
て
い
る
映
画
館
は
す
べ
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

の
拠
点
と

な
り
、
国
産
映
画

の
放
映
拠
点
を
吸
収
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ

は
政
府
が
ア
メ
リ
カ
と
貿
易
交
渉
を
し
た
後

に
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

を
大
き
く
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
、

ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
を
輸
入
す
る

際
に
五
八
本

の
プ
リ
ン
ト
の
同
時
輸
入
を
許
可

し
た
こ
と
に
よ
る
(従

来

の
数
十
年
間
に
お
い
て
は
わ
ず
か
三
本
～
数
本
の
プ
リ
ン
ト
の
輸

入
の
み
許
可
)
。
さ
ら
に
テ
レ
ビ
の
新
技
術

の
変
化
に
よ
る

(有
線
テ

レ
ビ
は
三
つ
の
有
線
テ
レ
ビ
局
か
ら
九
〇
あ
ま
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

持

つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
台
湾

の
有
線
テ
レ
ビ
の
普
及
率
は
七
三
%

を
占
め
て
ア
ジ
ア
で
最
も
高
く
、
多
く

の
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
専
門
的
に

映
画
が
放
映
さ
れ
る
)。

こ
れ
に
よ
っ
て
映
画
館

の
観
客
を
奪
わ
れ
、

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
業
界
に
も
打
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
要

因
に
よ
り
、
台
湾
映
画
を
放
映
す
る
劇
場
を

み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
ま
た
台
湾
映
画
で
は
観
客
を
確

保
で
き
な
い
と

い
う
苦

境

に
陥
り
、
台
湾
映
画
は
低

コ
ス
ト
で
、
素

人
俳
優
を
使

っ
て
撮
影

す
る
方
式
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
評
論
家

の
新
電
影
に
対
す
る

興
味
を
失
わ
せ
る
も
の
と
な

っ
た
。

台
湾
新
電
影

(
ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
)
は
八
〇
年
代
の
初
め
に
起
こ
り
、

社
会
的
民
主
思
潮
の
高
ま
り
に
呼
応

し
、
例

え
ば

『悲
情
城
市
』
・

『見
子
的
大
玩
偶
』
(邦
題

『坊
や
の
人
形
』
)
な
ど
の
作
品
は
、
短
期

間
で
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
映
画

は
本
土
に
対
す
る

ミレニアムの台湾映画i37



意
識
の
萌
芽
、
政
治
が
長
期
的
に
抑
圧
さ
れ
た
後

の
反
発
的
感
情
な

ど
が
入
り
混
じ
り
、
個
人
的
美
学
の
ス
タ
イ
ル
が
加
わ
り
、
国
産
映

画
に
お
け
る
通
俗
劇

の
伝
統
を
変
革
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
台
湾

新
電
影
は
急
速
な
社
会
環
境

の
変
革
に
続
く
も
の
と
は
な
ら
ず
、
ま
た

映
画
が
メ
デ
ィ
ア
の
も
た
ら
す
流
行
文
化
と
若
年
世
代

の
嗜
好
に
つ

い
て
い
け
な
く
な
り
、
さ
ら
に
映
画
が
本
土

の
政
治
的
風
潮

の
先
鋒

で
は
な
く

な

っ
て
き
た
時
に
、
評
論
家
に
よ
る
言
論
や
文
章

に
よ
る

批
判
も
生

ま
れ
て
き
た
。

台
湾
映
画
は
国
内
に
お
い
て
白

い
眼
で
み
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

国
外
に
お

い
て
も
順
調
な
も
の
で
あ
る
と

い
え
な
い
。
九
〇
年
代
初

期
に
中
国
映
画
ブ
ー
ム
に
よ

っ
て
礼
遇
を
受
け
た
よ
う
な
状
況
が
再

現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
幾
度
と
な
く
映
画
賞
を
受
賞
し
た
李
安

の

『喜
宴
』
・
『飲
食
男
女
』
が
世
界
市
場
で
飛
ぶ
よ
う
に
ヒ
ッ
ト
し
た

こ

と
は
す
で
に
過
去

の
出
来
事

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
映
画
が

世
界
市
場

に
お
い
て
荒
波
を
受
け
て
い
る
状
態
で
、
芸
術
的
に
高

い

質
を
強
調
す
る
台
湾
映
画
は
、
す
べ
て
の
中
国
映
画
が
引
き
潮
状
態

の
中

に
あ

っ
て
、
そ
の
矢
面

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
映
画
は
必
ず
や
大
き
な
変
化
を
遂
げ

て
い
く
。
九
〇
年
代
初

期
と
九
〇
年
代
後
期

の
映
画
の
テ
ー
マ

・
美
学

・
世
界
観
は
相
当
な

る
変
化
を
呈
し
て
い
る
。
何
人
か
の
監
督
は
創
作
上
の
新
た
な
試
み

を
始
め
、
若

い
新
監
督
は
新
電
影
で
打
ち
立

て
ら
れ
た
伝
統
を
放
棄

し
、
斬
新
な
も
の
を
企
画
し
、
別

の
途
を
模
索
し
て
い
る
。
台
湾
映

画

の
第

二
の
う
ね
り
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

e

眼

光
-

現
代

台
湾
新
電
影
の
代
表
的
人
物

で
あ
る
侯
孝
賢
は
、
台
湾
映
画

に
お

い
て
歴
史
プ

ロ
セ
ス
の
変
化
を
描
写
す
る
模
範
と
さ
れ
て
き
た
。
彼

の

『悲
情
城
市
』
(
一
九
八
九
)
、
『戯
夢
人
生
』

(
一
九
九
三
)
は
少

年
時
代

の
自
伝
的
色
彩
を
も

つ
こ
と
を
越
え
て
、
映
画
が
台
湾
人
と

し
て
の
身
分
や
ル
ー
ツ
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
台
湾
の

歴
史
を
遡
及
し
て
現
在

の
台
湾
人

の
身
分
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
侯

孝
賢
の
努
力
に
よ
り
、
九
〇
年
代
初
期
に
お
け
る
他

の
台
湾
映
画

の

作
風
に
道
を
開

い
た
。
呉
念
眞

『多
桑
』

(
一
九
九
四
)
、
『太
平
天

國
』
(
一
九
九
五
)、
萬
仁

『超
級
大
國
民
』

(
一
九
九
六
)
は
、
こ
の

よ
う
な
気
風
を
踏
襲
し
て
お
り
、
歴
史
的
な
事
件
や
家
族

の
回
想
の

中
か
ら
台
湾

の
近
代
史
を
検
証
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
物
語
を
遡
り
回
顧
す

る
方
法
を
と
り
、
は

っ

き
り
と
し
た
ホ
ー
ム
ド
ラ

マ
の
枠
組
み
を
も

っ
て
、
悲
喜

こ
も
ご
も
、

台
湾
人
の
身
分
や
ル
ー
ツ
が
同

一
で
あ
る
の
か
を
論
述
し
て
い
る
(清

朝
の
移
民
で
あ
る
の
か
、
日
本
の
植
民
地
で
あ
る
の
か
、
国
民
党

の

反
共
基
地
で
あ
る
の
か
)
。
し
か
し
な
が
ら
戒

厳
令
が
解
か
れ
た
後

は
、戒
厳
令
の
時
期
に
お
い
て
台
湾
人

の
身
分

を
語
る
こ
と
が
タ
ブ
ー

と
さ
れ
た
風
潮
が
失
わ
れ
、
過
度

の
政
治
的
活
動
を
映
画
に
持
ち
込

む
こ
と
を
大
衆
は
好
ま
な
く
な
り
、
映
画
製
作
者
も
次
々
と
作
品
の

ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
っ
た
。
侯
孝
賢
の

『好
男
好
女
』
(
一
九
九

五
)
に
お
い
て
半
分
は
政
治
的
テ
ー
マ
を
扱

い
な
が
ら

(蒋
碧
玉
な
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ど
台
湾
か
ら
大
陸

へ
赴

い
た
抗

日
分
子

の
運
命
を
探
索
)
、半
分
は
現

代

の
若
者

の
生
活
と
情
感
を
描

い
て
い
る
。
こ
れ
は
侯
孝
賢

の
転
換

期

の
作
品
で
あ
る
と
い
え
、
次

の

『南
國
再
見
、
南
國
』

(
一
九
九

六
)
は
台
湾
人
の
身
分
や
ル
ー

ツ
を
テ
ー

マ
と
す
る
こ
と
を
完
全
に

捨

て
、
現
代
の
若
者

の
苦
境
や
困
惑
を
描
写
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

こ
の
映
画

の
暁
の
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
に
お

い
て
、
主
役
の
若
者
が
な
く

し
た
車
の
キ
ー
を
探
す
の
は
、
彼
ら
自
身
が
喪
失
し
た
状
況
を
象
徴

し
て
い
る
。
侯
孝
賢

の
次
の
作
品
で
あ
る

『海
上
花
』

(
一
九
九
八
)

で
は
、
さ
ら
に
現
実
と
の
関
係
を
断
ち
切
り
、
民
国
初
期

の
妓
女
の

想
像
的
な
世
界
を
描
き
、
こ
れ
に
到

っ
て
台
湾
映
画
と
台
湾
に
お
け

る
歴
史
的

ル
ー
ツ
探
求
の
問
題

は
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
方
、
政
治
的
な
テ
ー

マ
を
依
然
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
、
侯

孝
賢
と
同
世
代
の
萬
仁
で
あ
る
。
彼

の
新
作
の

『超
級
公
民
』
(
一
九

九
八
)
は
政
治
的
な
反
対
運
動

の
歴
史

に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
歴
史

的
な
回
顧

を
も
っ
て
現
実
と
の
交
差
を
描

い
て
い
る
。
『超
級
公
民
』

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
哀
し
み

・嘆
き

・批
判

で
あ
り
、
戒
厳
令
が
解
か
れ

た
頃
の
台
湾
映
画

の
息
吹
や
明
る
さ
と
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。

新
世
代

の
監
督
た
ち
の
眼
光
は
現
代
に
向
け
ら
れ
、

で
た
ら
め
と

も

い
え
る
社
会
的
現
象
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
王
小
様

の

『我

的
神
経
病
』

(
一
九
九
六
)、
陳
玉
動

の

『熱
帯
魚
』
(
一
九
九
五
)
、

『愛
情
来
了
』
(
一
九
九
七
)
、
符
昌
鋒

の

『絶
地
反
撃
』
(
一
九
九
七
)
、

嬰
友
寧
の

『假
面
超
人
』
(
一
九
九
七
)、
陳
以
文

の

『果
醤
』
(
一
九

九
八
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
前
世
代

の
監
督
が
家
庭
を
描
く

こ
と
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
い
た
こ
と
に
反

し
、
多
く
の
登
場
人
物

に
よ
る
複
雑
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
的
構
造
を
と
り
、
都
会

(台
北
)
の
金

銭

・
愛
情

・
友
情
な
ど
の
関
係
を
様
々
に
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
る
。
ま

た
こ
れ
ら

の
映
画
は
都
会
的
な
手
抜
か
り
の
な

い
性
格
に
染
ま
り
、

前
世
代

の
監
督
た
ち
の
よ
う
に
悲
劇

(社
会

生
活
劇
)
と
し
て
理
想

主
義
の
喪
失
や
尊
厳
の
維
持
を
描
写
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
新

世
代
の
監
督
た
ち
は
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
N

(ton
gu
e-in
-cheek
)、
都

会
の
異
常
や
無
気
力
を
風
刺
し
、
彼
ら
は

ロ
マ
ン
主
義
的
な
理
想
や

信
仰
を
信
じ
る
こ
と
な
く
、
個
人
的
な
情
感

や
人
間
関
係

の
崩
壊
を

暴
露
し
N
い
v

(d
ebu
nk
)
°

そ
の
中
で
も
何

一
正

の

『藍
月
』
(
一
九
九

七
)
は
そ
れ
が
徹
底
し

て
描
か
れ
、
テ
ー

マ
と
形
式
が
結
び

つ
き
、
都
会

の
男
女

の
愛
情

・

友
情
が
様
々
に
異
質
な
設
定

(m
u
tation
)
を

な
し
て
い
る
。
こ
の

オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
は
五

つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
結
末
を
持

つ
物
語
か
ら
構

成
さ
れ
、
上
映

の
時
に
そ
の
五
本

の
順
序
や
本
数
を
変
え
る
こ
と
に

よ
り
、

一
二
〇
通
り
の
異
な

っ
た
物
語
の
構
成

・
結
末
を
組
合
せ
る

こ
と
が
で
き
、
映
画
観
客
は
二
回
以
上
見
た
と

し
て
も

「"藍
月
"
の

時
以
外
は
同
じ
映
画
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
宣
伝

コ

ピ
ー
と
同
じ
こ
と
を
味
わ
え
る
の
で
あ
る
。

ロ

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
都
会
の
美
学

台
湾
新
電
影
は

ロ
ン
グ
テ
イ
ク
の
美
学

に
標
榜
さ
れ
、
テ
ー

マ
が

変
化
し
て
以
後
も
、
新
た
な

シ
ー
ク
エ
ン
ス
の
風
格
を
持

つ
よ
う
に
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な

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
王
小
様

・
陳
玉
勤

・
盟
友
寧

・
符
昌
鋒

・

陳
以
文
は
テ
レ
ビ
コ
メ
デ
ィ
ー
や
都
会
の
漫
画
文
化
の
影
響
を
受
け
、

シ
ョ
ッ
ト

に
は
パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
を
使
う
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
は
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
ね
じ
れ
、
色
彩
的
な
テ
ン
ポ
の
誇
張
や
軽
さ
、

造
ら
れ
た
動
画

・
唐
突

さ
や
不
調
和
と
い
っ
た
要
素
を
用
い
て
、
ポ

ス
ト
モ
ダ

ン
に
お
け
る
都
会

の
知
性

へ
の
反
発

・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

ど
の
異
質
な
要
素
を
表
現
し
て
い
る
。
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
に
よ
る
コ
ラ
ー

ジ

H

(c
o
llag
e)
や
°v
デ
オ

(m
usic
v
id
eo
)
と
の
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な

構
造
は
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
に
よ
る
世
界
観

で
あ
り
、
現
代
の
日
本

・

韓
国
な
ど
多
く
の
国

で
み
ら
れ
る
共
通
の
特
徴
で
あ
り
、
西
方

の
評

論
家
は
ク

エ
ン
テ
ィ
ン

・
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
創
作
と
通
じ
る
点
を

挙
げ
て
い
る
。

符
昌
鋒

お
よ
び
王
財
祥

〔『給
逃
亡
者
的
恰
恰
』
(
一
九
九
六
)
〕
は

と
も
に
広
告
界
か
ら
き
た
監
督
で
あ
る
。
二
人
の
映
像
は
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
美
学
と
そ
の
ビ
ジ

ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
映
像
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

『絶
地
反
撃
』
は
、
自
省

の
美
学

で
あ
り
、
香
港
ヒ
ー
ロ
ー
映
画

の
通

俗
美
学

(K
itsch
)
を
取
り
入
れ
、

モ
ノ
ク

ロ
撮
影

の
工
夫
を
凝
ら

し
、
反
伝
統
的
な
効
果

を
醸
し
出
し
て
い
る
。
『給
逃
亡
者
的
恰
恰
』

は
ア
ク
シ

ョ
ン
性
を
強
調
す
る
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
風
格
を
も
ち
、
全

編
が
M
T

V
の
延
長

の
よ
う
で
あ
り
、
天
地
を
揺
る
が
す
よ
う
な
テ

ン
ポ
の
あ

る
ビ
ジ

ュ
ア
ル
映
像
で
あ
り
、
台
湾
新
電
影
に
お
け
る
冷

静
に
自
己
を
内
省
す
る

(in
tro
spe
ctive
)
映
像
の
伝
統
を
覆
す
も

の

と
な
っ
た
。

『愛
情
万
歳
』

(
一
九
九
四
)
で
ヴ

ェ
ネ
チ

ア
映
画
祭
金
獅
子
賞
を

獲
得
し
た
察
明
亮
は
、
九
〇
年
代
後
期
以
後

、
徹
底
し
た
リ
ア
リ
ズ

ム
で
都
会
文
化

に
お
け
る
伝
統
的
華
人
家
庭

の
破
壊
を
浮
き
彫
り
に

し
た
。
『河
流
』
(
一
九
九
七
)
と

『洞
』
(
一
九
九
八
)
は
、
個
人

の

内
な
る
世
界
を
描
写
し
、
票
明
亮
は
世
紀
末

の
都
会
に
お
い
て
人
間

関
係
の
疎
通
を
信
ず

る
も
の
で
は
な

い
。
あ

ら
ゆ
る
倫
理
観

(家
庭
、

隣
人
)
は
有
形
ま
た
は
無
形

の
空
間
的
な
隔
絶
を
も
ち
、
人
類
は
み

な
自
己
が
形
成
す
る
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
の
中

に
存
在
し
、
閉
所
恐
怖

症

(clau
str
op
h
ob
ia)
と
も
い
う

べ
き
症
状

に
陥

っ
て
い
る
。
ポ
ス

ト
モ
ダ

ン
に
お
い
て
都
会
で
は
伝
統
的
な
家
庭
倫
理

・
モ
ラ
ル
が
跡

形
も
な
い
の
で
あ
る
。
『河
流
』
の
父
子
に
お

い
て
は
、
欝
憤
を
晴
ら

す
日
々
が
ラ
ス
ト
に
は
悲
劇

へ
と
向
う
。
『洞
』
の
登
場
人
物
は
互
い

に
接
触
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
あ
ら

ゆ
る
人
間
関
係
が
幻
想

や
意
識
の
中
だ
け
で
存
在
し
、
社
会
に
お
い
て
人
間
関
係
が
喪
失
す

る
中
で
、
メ
デ
ィ
ア

(テ
レ
ビ
)
だ
け
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

察
明
亮
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
美
学
は
、
舞
台
劇
お
よ
び
劇
場
に
お
け

る
訓
練

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ミ

ニ
N
リ
°K
ム

(m
inim
alism
)

の
形
式
、空
間

の
配
置
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
る
凝
視
に
よ

っ

て
、
工
業
都
市
に
お
け
る
人
間
の
疎
外
や
隔
絶
を
映
像
と
し
て
解
析

し
て
い
る
。
察
明
亮

の
独
自
な
世
界
観
と
台

湾
新
電
影

の
集
団
意
識

は
背
馳
す
る
も
の
で
あ
り
、
『寂
寛
芳
心
倶
楽
部
』

(
一
九
九
六
)
も

そ
の
路
線
に
沿

っ
た
も

の
で
あ
る
。
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日

儒
教
精
神
の
再
検
討

台
湾
新
電
影
は
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
期
に
か
け
て

一
致
し

た
美
学

の
伝
統
が
あ
り
、記
録
映
画
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
客
観
的
な
リ

ア
リ
ズ

ム
が
あ
り
、
台
湾

の
歴
史

・
文
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
回
顧
し
、多

く
が
農
業

社
会
的
な
家
庭
倫
理

に
溢
れ
る
こ
と
を
強
調
し
、血
縁
・地

縁
関
係
と
儒
教
的
な
モ
ラ
ル
を
も

っ
て
精
神
的
な
依
拠
と
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
社
会

の
大
き
な
変
化
に
よ
り
、
伝
統
的
封
建
社
会

に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
や
人
間
関
係
は
、
ひ
び
や
よ
じ
れ
が

生
じ
て
、
そ
れ
を
映
画
監
督
が
描
写
し
た
。
林
正
盛
の

『春
花
夢
露
』

(
一
九
九
五
)、
『美
麗
在
唱
歌
』

(
一
九
九
七
)
、
『放
浪
』
(
一
九
九

八
)
と

い
う

一
連
の
作
品
は
、
新
電
影
美
学

の
伝
統

(
ロ
ン
グ
テ
イ
ク
、

非
専
門
俳
優

の
登
用
、自
伝
的
色
彩
、
ホ
ー
ム
ド
ラ

マ
を
主
軸
)
を
若

干
残
し

て
い
る
が
、彼
の
作
品
に
お
け
る
人
間
関
係
は
、前
世
代
監
督

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
家
庭
倫
理
観

の
精
神
的
な
支
え
に
忠
実
で
は
な

い
。
か
え

っ
て
、人
倫

の
道
が
も
た
ら
し
た
嫌
気

・
苦
痛

・差
恥
な
ど

の
荒
涼

と
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
こ
の
三
部
の
作
品
に
は
溢
れ
て
い
る
。

抑
圧
さ
れ
た
個
人
の
心
情
や
家
庭
的
情
感
に
お
け
る
窒
息
感
は
、
林
正

盛

の
作

品
に
含
ま
れ
る
痛
烈
な
批
判
と
な

っ
て
い
る
。
都
会
と
現
実

は
伝
統
的
家
庭
観
を
引
き
裂
く
が
、
結
局
主
人
公
の
放
浪
し
よ
う
と

す
る
欲
求

は
、伝
統
的
な
倫
理
観

へ
の
嫌
悪
と
関
係
し
て
い
る
。

儒
教
的
社
会
構
造
に
対
し
て
最
も
反
感
を
表
し
、
正
面
か
ら
非
難

し
た
の
は
楊
徳
昌
で
あ
る
。
彼

の

『濁
立
時
代
』

(
一
九
九
五
)
と

『麻
將
』
(
一
九
九
六
)、
『
一
=

(
二
〇
〇
〇
)
は
、
伝
統
的
中
国
封

建
価
値
観

の
虚
偽
や
不
自
然

・
見
せ
か
け

(p
rete
nsion
)
を
鼻

で
あ

し
ら

っ
て
い
る
。
二
つ
の
作
品
で
は
都
市

の
多
く
の
登
場
人
物

の
境

遇
を
透
か
し
、
表
面
的
な
道
徳
の
文
言
を
嘲
笑
し
て
い
る
。

資
本
主
義

の
様
々
な
現
象
、
国
際
的
商
業
集
団

の
支
配
、
本
土
文

化

の
拡
大
が
、
儒
教
的
価
値
観
に
対
す
る
最

も
大
き
な
風
刺
を
な
し

て
い
る
。
楊
徳
昌
は
茶
番
劇

(farce
)
に
近

い
風
刺

(ω9葺
o)
の
方

し

ゆ
う
ろ
う

法
で
台
北

の
都
会
人
を
鏡
に
映
し
出
し
、
社

会
的
な
腐
敗
や
醜

隔
を

反
映
す
る
。
楊
徳
昌
は
、
早
期

の
作
品

の

『海
灘
的

一
天
』

(邦
題

『海
辺

の

一
日
』

一
九
八
二
)、
『恐
怖
扮
子
』

(邦
題

『恐
怖
分
子
』

一
九
八
七
)
な
ど
で
も
そ
の

一
端
が
み
ら
れ
、
以
前
か
ら
映
画
哲
学

者
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

『
一
=

(二
〇
〇
〇
)

で
は
、
中

年

の
わ
り
と
柔
ら
か
な
心
情
が
描
か
れ
、
青
年
期

の
憤
懲
や
軽
蔑
が
、

中
年

の
溜
息
や
哀
し
み
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
台
湾
社
会
の
偽
善

・

堕
落
を
見
抜
く
気
持
ち
で
描
写
し
て
い
る
が
、
主
人
公
は
適
当
に
妥

協
す
る
生
活
哲
学
も
身
に
付
け
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
侯
孝
賢

の
新
作

『海
上
花

』
で
あ
る
。
こ
の
作
品

は
中
国
で
現
代
化
が
訪
れ
る
以
前

に
、
真

の
人
間
関
係

・
男
女
関
係

が
い
か
に
伝
統
的
封
建
的
人
倫
の
道
を
脱
し

て
、
自
由
で
鋭
敏
な
本

質
を
現
し
て
い
る
か
を
描

い
て
い
る
。
道
徳
観
が
及
ぼ
な
い
妓
女

の

世
界
に
お
い
て
、
男
性

の
金
銭
・権
力
・欲
望
、
女
性
の
生
存

・競
争
・

策
略
な
ど
が
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
描
か
れ
る
世
界
は
、

彼
が
過
去

の
作
品

の
中
で
強
調
し
て
き
た
家
庭

の
人
倫

の
道
と
は
い
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さ
さ
か

の
関
係
も
な
く
、
金
銭
と
愛
情
に
よ

っ
て
築
か
れ
る
関
係
は

と
こ
し
え

永
に
変

わ
ら
ず
、ま
た
彼
の
信
ず

る
理
想
主
義
と
自
然
な
感
情
が
目

に
見
え
な
い
美
学
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
そ
れ
ら

の
美
し

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
セ
ッ
ト
あ
る
い
は
閉
鎖
的
な
映
画
製
作

所

の
空
間
の
中
で
、
真

の
恒
久
的
価
値
を
持

つ
か
の
よ
う
で
あ
る
。

侯
孝
賢
は

一
貫
し
て
シ
ー
ク
エ
ン
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
美
学
を
保
ち
な

が
ら
も
、
こ
れ
は
彼

の
抽
象
的
な
作
品

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
な
ぜ

な
ら
現
実
の
描
写
を
飛
び
越
え
、
中
国
社
会
の
原
始
的
な
男
女
お
よ

び
社
会
関
係
を
語

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
張
愛
玲
や
上

海
と
は
必
ず
し
も
大
き
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
彼

の
作
品
の

変
化
は
台
湾
新
電
影

の
伝
統
が
す
で
に
新
た
な
段
階

に
ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

し
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
お
り
、
映
画

で
台
湾

の
歴
史
を

描
写
す

る
こ
と
は
す

で
に
過
去

の
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
映
画
と

台
湾
社

会
お
よ
び
芸
術

の
関
係
は
、
改
め
て
そ
の
定
義
づ
け
を
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

訳
注翻

訳
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

黄
籍
蘭
主
編

『當
代
中
国
電
影

一
九
九
五
～

一
九
九
七
』
時
報
文
化
出

版
、

一
九
九
八
年

黄
籍
蘭
主
編

『當
代
中
国
電
影

一
九
九
八
』
時
報
文
化
出
版
、

一
九
九

九
年

林
文
漠
・沈
暁
菌

・李
振
亜

『戯
懸
人
生

侯
孝
賢
電
影
研
究
』
麦
田
出

版

、

二
〇

〇
〇
年

劉
新

生

『
二
十
世
紀

中

国
電
影

藝
術

流

変
』
新
華

出
版

社

、
一
九
九

九
年

列
孚

主

編

『
一
九
九

八
香

港
電

影

回
顧
』

香

港
電

影
評

論
学

会
、

二
〇

〇
〇

年

佐
藤

忠

男

『
ア
ジ

ア
映
画

』
第

三
文

明
社

、

一
九

九

三
年

佐
藤

忠

男
編
著

『
ア
ジ

ア
映
画

小
事

典
』

三

一
書

房
、

一
九

九
五

年

四
方

田

犬
彦

『
電
影

風
雲

』
白

水
社

、

一
九

九
三

年

四
方

田
犬
彦

『
映
画

史

へ
の
招

待
』

岩
波

書
店

、

一
九

九

八
年

周
蕾

(
レ
イ

・
チ

ョ
ウ
)
著

、

本
橋

哲
也

・
吉

原

ゆ

か
り
訳

『プ

リ

ミ

テ

ィ
ヴ

へ
の
情
熱
ー

1

中
国

・女
性

・映

画
』

青

土
社

、

一
九
九

九
年

大
和

晶

・
中

田
圭

『
香
港
電

影

最
後

烈
火

』

シ
ネ

マ

ハ
ウ

ス
、

一
九
九

七

年

張
駿

祥

・
程
季

華
主
編

『
中
国
電

影

大
辞

典
』

上
海

辞

書
出

版
社

、

一

九

九

五
年

中

國
電

影
藝
術

研
究
中

心

・
中

國
電

影
資

料
館

『中

国

電
影

圖
誌

』
珠

海

出

版
社

、

一
九

九
五

年

『
朝

日

ワ
ン
テ
ー

マ
マ
ガ

ジ

ン
ー6

侯

孝
賢

』
朝

日
新

聞
社

、
一
九
九

三
年

植
草

信
和

・輿
水
晶

子
・篠

崎
典

子

・小

山

ひ
と

み
・
小
林
亜
古

編

『
キ
ネ

マ

旬

報

臨
時
増

刊
』

一
九

九
七

年

一

一
月

=

日

号
、

キ

ネ

マ
旬

報
社

『
ウ

ェ
デ

ィ

ン
グ

・
バ

ン
ケ

ッ
ト
』

シ
ネ

マ
ス
ク

エ
ア
と

う
き

ゅ
う
、

一

九

九

三
年

『
多

桑
』

シ
ネ

マ
ス
ク

エ
ア
と

う
き

ゅ
う

、

一
九
九

五
年

『
愛

情
萬

歳
』
プ

レ
ノ

ン
ア

ッ
シ

ュ
、

一
九
九

五
年

『
憂

響

な
楽
園

』
松
竹

事
業

部
、

一
九

九

七
年

(原

題

『
世
紀

末
的

台
湾

電

影
』
、

邦

訳

藤

森

猛

)
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